
 

 【 第１１回熊本大学定例学長記者懇談会 】 

 

 

日   時： 令和４年５月１１日（水）１４：００～１５：００（予定） 

 

場   所： 本部棟１階 大会議室 

 

本学出席者：熊本大学長     小川 久雄（ｵｶﾞﾜ ﾋｻｵ） 

      理事・副学長（研究・グローバル戦略担当） 

大谷 順(ｵｵﾀﾆ ｼﾞｭﾝ) 

 

内 容： 

１．法学部附属地域の法と公共政策教育研究センターの設置について（資料１） 

    

２．令和４年度科学技術分野の文部科学大臣表彰受賞者等の決定について（資料２） 

   熊本大学発生医学研究所 教授 石黒  啓一郎 

 

３．その他  

※新型コロナウイルス感染症の感染対策を徹底した上で開催いたします。 

 



法学部附属地域の法と 公共政策教育研究センタ ー（ エルペルク ）
《 熊本で生じ た社会的課題を分析すると 共に自治体や企業と の連携強化を目指し た教育研究拠点の構築》

https://www .law .kumamoto-u.ac.jp/lperc/

 令和4年5月11日開催
 熊本大学定例学長記者懇談会
 資料１



法学部附属地域の法と 公共政策教育研究センタ ー（ エルペルク ）
《 熊本で生じ た社会的課題を分析すると 共に自治体や企業と の連携強化を目指し た教育研究拠点の構築》

熊本大学法学部附属地域の法と 公共政策教育研究セン タ ーは、
熊本大学法学部が熊本の社会的課題に組織と し て取り 組むた
めの拠点と し て2022（ 令和４ ） 年４ 月１ 日に設置し まし た。
本セン タ ーは法学部が「 法（ Law ） 」 と 「 公共政策（ Public
policy ） 」 に 関 す る 「 教 育 （ Education ） 」 と 「 研 究
（ Research） 」 を 組織と し て実施する「 拠点（ Center） 」 な
ので、 愛称をLPERC（ エルペルク ） と 名づけまし た。

エルペルク と いう 愛称



法学部附属地域の法と 公共政策教育研究センタ ー（ エルペルク ）
《 熊本で生じ た社会的課題を分析すると 共に自治体や企業と の連携強化を目指し た教育研究拠点の構築》

①熊本で生じ た国・ 企業の不
法行為に関する社会科学的研
究の蓄積と 教育
②熊本で生じ た自然災害の社
会科学的研究の蓄積と 教育
③他団体と の連携及び支援

地域紛争予防・ 解決部門

エルペルク の業務部門は２ つ

①自治体職員に対するリ カ レ
ント 教育
②自治体審議会・ 研修への講
師派遣
③法学部生に対するイ ンタ ー
ンシッ プや自治体職員採用の
ための情報提供
④ 地元企業と の連携

地域ガバナンス先導部門



法学部附属地域の法と 公共政策教育研究センタ ー（ エルペルク ）
《 熊本で生じ た社会的課題を分析すると 共に自治体や企業と の連携強化を目指し た教育研究拠点の構築》

法学部・ 法学系大学院での教育研究は、 まず各教員の専門科目があり 、
その専門科目に関する 研究に基づいてその専門科目について講義する と
いう スタ イ ルが一般的です。 ただ、 こ の教育研究スタ イ ルだけでは、 全
国どこ にある 法学部も 「 金太郎あめ」 のよ う に一律のも のになり かねま
せん。 それだけでは熊本大学の法学部・ 法学系大学院にオリ ジナルな教
育研究を 実施し ていると は言い難いよう に思います。
そこ で、 エルペルク は、 各教員の専門科目を 大切にし つつ、 複数の教員
によ っ て熊本に生じ た社会問題を 共同し て研究する と いう 実践社会科学
と いう 研究手法の確立も 目指し ています。 そし て、 その成果を 法学部及
び大学院における 授業科目並びに高大連携事業と し ての高校での模擬授
業や市民向けのシン ポジウムと し て提供し よ う と 考えており ます。 こ う
する こ と で、 エルペルク は、 熊本大学の法学部・ 法学系大学院にオリ ジ
ナルな教育研究課程の実現も 目指し ています。

エルペルク の理念：
研究を教育・ 社会還元するこ と また見せるこ と で熊大法を利用し ても ら う



法学部附属地域の法と 公共政策教育研究センタ ー（ エルペルク ）
《 熊本で生じ た社会的課題を分析すると 共に自治体や企業と の連携強化を目指し た教育研究拠点の構築》

４ 月１ 日以降の動き

４ 月２ ５ 日
人吉農芸学院と 連携協定
締結
（ 地域紛争予防・ 解決部門）

▸ 在院者の法教育、 職員
研修。
▸ 人吉農芸学院の存在意
義を裏づける。
▸ セン タ ー教員に実務的
知見提供

４ 月２ ７ 日
熊本労働局と 連携協定締
結
（ 地域ガバナンス先導部門）

▸ 職員研修への講師派遣
する。
▸ セン タ ー教員の研究へ
の実務的知見を 提供する 。

６ 月４ 日
公開シンポジウム
（ 地域紛争予防・ 解決部門）

「 日本における外国人の労働
～ 技能実習制度に見る 『 分
断』 ～ 」 開催予定

New



熊本大学大学院人文社会科学研究部（ 法学系） 主催、 法学部・ 大学院社会文化科学教育部（ 法学系） ・ エルペルク 共催 シンポジウム

日本における外国人の労働 ～ 技能実習制度に見る『 分断』 ～

熊本県内の事業主は、 積極的に外国人労働者を 受け入れており 、 昨年（ 令和３ 年） １ ０
月末現在で１ ３ ０ ０ ０ 人を 超えています。 そのう ち 、 約６ 割が「 技能実習生」 と し て来
日し 、 ５ ８ ０ ０ 人余がベト ナム国籍の方々です。 ４ 月２ ４ 日に同国公認団体「 在熊本ベ
ト ナム人協会」 が発足し たと のニュ ースも 記憶に新し いと こ ろ です。
と こ ろ が、 こ の「 技能実習生」 を めぐ っ ては、 数々の深刻な問題が生じ ています。 熊本
でも 、 実は刑事事件が起き ています。
今回のシンポジウムでは、 「 技能実習生」 の事件・ 支援に携わる弁護士・ 大学教員・
NPO法人職員の皆さ まから 、 ご自身の経験・ 実践で直面し た技能実習制度が抱える具体
的な諸問題についてお話し いただき 、 こ の問題を解決するための糸口に迫り たいと 考え
ており ます。

弁護士 石黒大貴氏
（ 外国人技能実習生問題弁護士連絡会事務局・ 本学法学部卒業生）

弁護士 小野寺信勝氏（ 同連絡共同代表・ 札幌弁護士会）

NPO法人熊本YW CA運営委員

コ ムスタ カ ～外国人と 共に生きる会～事務局 海北由希子氏
（ 外国籍住民が直面する問題に詳し い）

神戸大学大学院国際協力研究科准教授 斉藤善久氏
（ コ ロナ禍の技能実習生の問題にも 詳し い）

熊本大学大学院人文社会科学研究部教授 中内 哲
（ 司会、 労働法が専門）

企画趣旨企画趣旨

予定登壇者予定登壇者

日時： 令和４ 年６ 月４ 日（ 土） １ ４ ： ０ ０ ～１ ７ ： ０ ０
（ １ ３ ： ３ ０ 開場予定）

場所： 熊本大学文法学部本館２ 階Ａ １ 教室
（ 熊本市中央区黒髪２ 丁目４ ０ 番１ 号）

※ 現時点では、 同時にリ モート 配信するこ と を検討中。

【 問い合わせ先】
熊本大学大学院人文社会科学研究部教授 岡田行雄
E-M ail： yuk io@ kum am oto-u .ac.jp

ご 案 内



4年度文部科学大臣表彰 科学技術分野(研究部門) 2022年4月
生殖細胞の減数分裂を誘導する機構の解明

井上科学振興財団 第38回井上学術賞 2021年12月
体細胞分裂から減数分裂への細胞周期切替え機構の解明

研究内容

生殖細胞の発生と不妊の原因解明

体細胞分裂と減数分裂の本質的な違いの解明

受賞

発生医学研究所・染色体制御分野・教授
石黒啓一郎

 令和4年5月11日開催
 熊本大学定例学長記者懇談会
 資料２



体細胞分裂から減数分裂のスイッチを入れる因子の発見

Ishiguro et al. Dev Cell(2020)



減数分裂体細胞分裂

元の細胞と同じコピーを
つくるための細胞分裂

減数分裂とは？

染色体の数が半分になる
精子・卵子をつくるための
特殊な細胞分裂

N = ヒトなら２３本の染色体



不妊と減数分裂異常との関わり

多くは長らく原因不明とされてきた。

減数分裂の異常を原因とする男性不妊や

卵子形成不全女性症例の報告が散見される。

加齢による卵子の減数分裂エラーが知られる。

近年の晩婚化傾向や高齢出産などの社会的背景
からも、減数分裂のメカニズム解明が望まれる

Trisomy 16

Trisomy 18

Trisomy 21
ダウン症



1 減数分裂に切り替わった生殖細胞だけをGFP蛍光タンパク質で
発光するように工夫した遺伝子改変マウスを開発

2 GFPで光る生殖細胞を集めて、その中のタンパク質を質量分析法
によりこれまで未知であった減数分裂開始因子を特定。
Meiosis initiator = MEIOSINと名付けた。

生殖細胞から減数分裂のスイッチを入れる因子を発見

Stra8 KI

       MEIOSIN
Meiosis initiator

マウス精巣内の精細管

Ishiguro et al. Dev Cell (2020)



減数分裂を進行中の細胞

精子

MEIOSINは減数分裂に進行する直前
の細胞で出現する

MEIOSINは減数分裂が始まる直前の特定の時期にだけ活性化する
極めて珍しい挙動を示す

精巣内の精細管で
MEIOSINを緑で標識

どの時期にMEIOSIN
が現れるかを観察

マウス精巣内の精細管

Ishiguro et al. Dev Cell (2020)



ゲノム編集法でMEIOSINの働きを阻害するマウスを使った研究



MEIOSIN
遺伝子欠損正常

精巣

MEIOSIN
遺伝子欠損正常

ポイント2 : MEIOSINの働きをなくすと減数分裂が起きず不妊になる

精細管の中にあるはずの精子ができず空洞化

Ishiguro et al. Dev Cell (2020)

精巣の断面組織



卵巣

MEIOSIN 遺伝子欠損正常

ポイント2 : MEIOSINの働きをなくすと減数分裂が起きず不妊になる

Ishiguro et al. Dev Cell (2020)

卵巣が萎縮している
正常な卵子が形成されない



ポイント3 : MEIOSINは減数分裂のスイッチとして働く

MEIOSINは減数分裂の働きに関係する遺伝子に結合することを見いだした

MEIOSINの結合箇所はこれらの遺伝子を一斉に活性化するスイッチとして働く

MEIOSINの結合箇所
を示す

次世代シークエンスを用いたビッグデータ解析による実際のデータ例

Ishiguro et al. Dev Cell (2020)



Takada-Horisawa et al.  Nat. Commun. 2021

ポイント4 : 生殖発生・減数分裂に関係する新規遺伝子の発見

Takemoto et al, Cell Reports 2020

Fujiwara  et al.  PLOS Genet. 2020

Tanno et al.  bioRxiv 2021

MEIOSINのターゲットの中から機能未解明の
新規遺伝子を複数発見



新規性

減数分裂にスイッチを入れる司令塔的な役割を果たす遺伝子を世界
に先駆けて発見

妊性に関わる重要な遺伝子を新規に複数発見

不妊の原因の解明に資する

一般社会にもアピール性の高い研究

社会への還元

学術的新規性



新規性

1．読売新聞 （社会面）「無精子症に関わる遺伝子 熊大発見」2021年6月3日 
2．KKT/日テレNEWS24ニュース 「男性の不妊原因の解明へ 熊大が世界初の発見」2021年6月2日
3．西日本新聞 （社会面）「精子形成促す遺伝子発見 熊本大研究グループ 男性不妊の解明へ一歩」2021
年6月2日
4．熊本日日新聞（社会面）「精子形成に関与新遺伝子を発見 男性不妊症の原因解明 」2021年6月2日
5． KKT 医療番組 医療ナビ Dr.テレビたん 「原因の半分は男性にも！男性不妊の現状」2020年6月27日
6． TKUニュース 「精子形成必要な仕組み解明」2020年5月31日  
7．熊本日日新聞（科学面）「精子形成に関与 新遺伝子 不妊治療進展に期待」2020年5月29日
8． RKKニュース 「熊本大学研究グループが新たな遺伝子発見 不妊の実態解明へ」2020年5月27日
9． KKT ・日テレNEWS24 ニュース「世界初！男性の不妊原因を解明」2020年5月27日  
10．KKT医療番組 医療ナビ Dr.テレビたん「不妊治療をめぐる現状」 2020年２月29日放送
11．朝日新聞（生活面）「不妊に関わる遺伝子を発見 熊本大学などマウス実験で」2020年２月19日
12．日刊工業新聞（科学技術面）「生殖細胞の形成遺伝子、熊本大が発見 不妊治療など応用期待」2020
年２月7日
13．熊本日日新聞（社会面）「不妊防ぐ遺伝子特定治療進展に期待 熊大・石黒准教授ら」2020年２月7日

14．西日本新聞（社会面）「妊娠左右する遺伝子発見 熊本大など不妊治療への応用期待」2020年２月7日

15．時事通信（社会面）、「精子、卵子形成に必須遺伝子＝減数分裂のスイッチ-熊本大など」2020年２月7日

16．テレビ朝日ANNニュース「世界初“不妊”の遺伝子特定 治療の発展に期待」 2020年２月7日
17．KKT/日テレ24  NNNストレイトニュース「不妊治療などに期待遺伝子を発見」 2020年２月7日
18．KAB  ニュース 「世界で初めて不妊の原因に関わる遺伝子を特定 熊本大学の研究」 2020年２月7日
19． TKU / FNN primeニュース 「不妊原因に関わる新しい遺伝子を発見」 2020年２月7日

社会への発信・プレスリリース



新規性

本研究は本学・発生医学研究所や関連施設などの優れた研究環境
とスタッフによって支えられました。

謝辞


